



Copyright Learning in the Course for Certified Librarian
: Report of Learning Program that Incorporates Role-play
























































































































しているか？　館内での撮影行為は法 31 条 1 項、35 条 1 項ではなく、法 30
条 1 項「私的使用のための複製」に該当するという解釈があることを理解し
ているか？　その上でどのように対処するべきか？）








法第 2 条の 15 では「複製」を「有形的に再製すること」と定義しているため、
手書きであっても複製行為に該当することを理解しているか？、手を怪我し
ている利用者に対して、学校司書が手書きで資料を書き写してあげることは










































図 書 館 基 礎 特 論（◆）
学校経営と学校図書館（◆）
図書館情報資源特論（◆）















































ためには、著作権法 31 条 1 項に定められた「図書館等における複製」の理解が











6 金沢みどり『図書館サービス概論』学文社， 2014, p.199、志保田務ほか編著『図書館サービス概論』学










い。なぜなら、法 31 条 1 項では、1 つの著作物の最大半分までしかコピーが認





























































➡著作権法上の問題点：事典類の場合、1 つの説明項目が 1 著作物と数えられる
ため、著作権法 31 条 1 項により、百科事典の 1 項目全体のコピーはできない。「テ






専門誌（書評誌）『子どもの本棚』35（8）， 2006.8, pp.41-45 にも掲載されている）
9 「書画カメラ（OHC）などで映写して利用する場合は，著作権法上の上映を行っていることになります








法 30 条 1 項は図書館内での複製行為、例えば、百科事典の項目を手書きでノー
トに書き写すような行為も対象としている。利用者自身が所持する携帯カメラを








































　利用者がコピーしたい論文を掲載した初出誌は、至文堂が 2011 年 10 月まで刊
































1 班 2 班 3 班 到達度
❶　コピーの利用目的を確認しているか？ ○ ○ ○ 100%
❷　論文集掲載論文の複製可能範囲（1 論文の半
分まで）を理解しているか？
○ ○ × 66.7%
❸　貸出によるコピーを紹介しているか？（法
30 条 1 項の活用）
× ○ × 33.3%
❹　カメラによる撮影という方法があることを紹
介しているか？（法 30 条 1 項の活用）










× × × 0%
❼　所蔵調査は適切か？（雑誌の巻号の確認等） × × × 0%























図書館も含まれている。コピー（サービス）と著作権法との関わりを法 31 条 1


























　筆者が準備していた模範回答は、法 35 条 1 項「学校その他の教育機関におけ
る複製等」の制限規定を用いてコピーするように提案する、というものである。
よく言われるように、法 35 条 1 項には、「必要と認められる限度において」「著















書館を舞台とするロールプレイ演習も行っており、その中でも法 35 条 1 項の理
解を深めるための問題はいくつか出題するようにしている。にもかかわらず、今
回の問題について、法 35 条 1 項を使って解釈を引き出すことに、受講生たちが
至らなかったのはなぜなのだろうか。











料での法 35 条 1 項の説明部分の多くは、「小中高校」の図書館でのコピーを想定
して書かれており、大学図書館についての具体的な記載は極めて少ない。一方、
大学図書館でのコピーのあり方については、法 31 条 1 項との関わりから書かれ
ているものがほとんどであり、法 35 条 1 項は大学図書館とは無関係であるよう
にも受け取れてしまう。
　大学図書館での著作権法の理解においてガイドライン的に用いられている「大
























は、図書館内での複製は法 31 条 1 項に基づく複製に限られるべきとの主張」が
あることが、大学図書館において法 35 条 1 項を積極的に活用しない理由になっ
ているようにも思われる（p.52）。しかしながら、こうした権利者側の主張に従っ










12 森田盛行「講演：学校図書館と著作権」『学校図書館』764 号， 2014.6, p.38
─ 16 ─
ルプレイ演習を取り入れた著作権学習の様子を紹介するとともに、授業の中から










見解に対して、批判も含めて、様々な意見をお寄せいただきたい。（2016 年 9 月
22 日）
─ 17 ─
